
 裏面へつづく

箱の中身を確かめる
•	お手元スピーカー •	送信機 •	ACアダプター •	マイクロUSBケー

ブル（長さ1.5m）

•	音声ケーブル	
（長さ1.5m）

•	光デジタルケーブ
ル（長さ1.5m）

•	取扱説明書・	
保証書（本書）

•	取扱説明書	
「安全のために」

必ず用意する
本機を接続するテレビの取扱説明書 

（またはテレビの電子ガイド）

4	テレビからも音を出すようテレビの設定を変更する（音声ケーブルで接続した場合のみ）
ヘッドホン端子に接続すると、テレビからは音が出なくなります。テレビからも音を出すためには、テレビの設定を変更します。

テレビの取扱説明書でヘッドホンまたはイヤホンの項目を確認してください。
主な設定方法は以下の通りです。（名称は機種により異なることがあります。）

テレビのメーカー 設定方法
ソニー 「設定」-「音質・音声設定」に「ヘッドホン・音声外部出力設定」がある場合は、「ヘッドホン」に

設定されていることを確認し、「ヘッドホン使用時設定」を「スピーカー・ヘッドホン併用」にする。
パナソニック 「スピーカーとイヤホン音声の同時出力」を「する」にする。
シャープ 「ヘッドホン」を「モード2」にする。
東芝 「ヘッドホーン用出力モード設定」を「親切モード」にする。
日立 「ヘッドホンモード」を「２」にする。
三菱 「スピーカー音声同時出力」を「入」にする。

お手元スピーカーからテレビの音を聞くことができます。

1	送信機を設置する　音声ケーブルと光デジタルケーブルは、どちらか1本を使用します。

テレビまたは

ヘッドホン端子

音声ケーブル（付属）

送信機

マイクロUSBケーブル（付属）

光デジタルケーブル（付属）

キャップを外し、
カチッというまで
強く押し込む

向きを確認し、	
カチッというまで
強く押し込む

ACアダプター	
（付属）

電源コンセントへ

ご注意
音声ケーブルと光デジタルケーブ
ルを両方つないだ場合は、光デジタ
ルケーブルが優先されます。

本機は、テレビと接続した送信機からお手元スピーカーまで、ワイ
ヤレスでテレビの音声を伝送します。
テレビ本体の音量を上げすぎず、快適な音量でお手元スピーカーか
らテレビの音を聞くことができます。光デジタルケーブルで接続
すると、より高音質で楽しめます。

本機でできること

3	お手元スピーカーでテレビの音を聞く
スピーカー電源ボタンを押す。
電源ランプが緑色に点灯し、スピーカー
から音が出ます。

テレビの電源を入れる。 音量つまみを回して
音量を調整する。

光デジタルケーブル（付属）で接続した場合に、スピーカーから音が出ないときは

テレビのメーカー 設定方法
ソニー 「設定」-「音質・音声設定」-「デジタル音声出力設定」または「光

音声出力設定」を「PCM」にする。
パナソニック、シャープ、東芝、日立、三菱 「デジタル（光）音声出力（設定）」を「PCM」にする。

ヒント

•	ヘッドホン端子の位置はこんな場合もあ
ります。

こちらに

蓋の中

•	光デジタル音声出力端子の位置はこんな
場合もあります。

下から上に差す

ご注意
ヘッドホン端子使用時にテレビから音が出
せない機種もあります。その場合は光デジ
タルケーブル（付属）で接続し直してくださ
い。

ヒント
設定方法がわからないときは、お使いのテ
レビメーカーに「ヘッドホンとテレビのス
ピーカーの同時出力方法」をお問い合わせ
ください。

ヒント
お手元スピーカーの電源を切り忘れても、
テレビの電源を切ると、送信機はスタンバ
イモード（待機状態）になり、約10分経つと
お手元スピーカーの電源も切れます。（自動
電源オフ）
お手元スピーカーのリモコン操作ボタンを
押すと、自動的に電源が入ります。

テレビの音を聞く

2	充電する　［重要］はじめて本機を使うときは充電してください。充電しないと電源が入りません。
お手元スピーカーを送信機の上に置いて充電します。
充電中は充電ランプがオレンジ色に点灯します。もし充電ランプが高速点滅した場合は、そのまま充電してください。
充電ランプが消灯すると充電完了です。

充電ランプについて
•	ゆっくり点滅（オレンジ色）：	
電池残量が残り2時間未満です。
充電してください。
•	1分間点滅（オレンジ色）して	
から消灯：	
電池残量がありません。充電
してください。

充電時間：約3時間*
使用時間：約16時間*

＊	使用状態により異なります。

送信機

ヘッドホン端子や光デジタル端
子の位置は、、テレビの取扱説明書
で確認してください。

ご注意
•	機種によって一部の機能が使えないこと
があります。
•	テレビやケーブルテレビボックスの前に
障害物を置かないでください。

ヒント

リモコン信号はお手元スピーカー
背面のここから送信されます。

リモコンとして使う

リモコン操作ボタン

お手元スピーカーのリモコンを、テレビやケーブルテレビのリモコ
ンとして使えます。
リモコンはスピーカーの電源が「切」の状態でも使えます。

必要なリモコン設定を確認するには

テレビやケーブルテレビボックスのリモコンとして使えます。

リモコンとして使う

テレビの音を聞く

ヒント
詳しくはテレビの取扱説明書を確認してく
ださい。設定方法がわからないときは、お
使いのテレビメーカーに「デジタル音声出
力をPCMに設定する方法」をお問い合わせ
ください。

5	お手元スピーカーの電源を切る

電源ランプが消灯します

SRS-LSR100
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お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、	
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。



保証書とアフターサービス
保証書
•	本書には、保証書が印刷されています。
•	所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保
存してください。
•	保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口（下記）にご相談くださ
い。修理をご依頼の際は、付属のACアダプター、お手元スピー
カー、送信機の3点を一緒にお持ちください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 詳し
くは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理
させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではパーソナルオーディオシステムの補修用性能部品（製
品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6
年間保有しています。ただし、故障の状況その他の事情により、
修理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承くだ
さい。

モデル名：SRS-LSR100

主な仕様
お手元スピーカー
型式	 アンプ内蔵スピーカーシステム
実用最大出力	 2 W ＋ 2 W*1（ACアダプター使用時）	

1.3 W ＋ 1.3 W*1（充電池使用時）	
4 Ω

スピーカーユニット	φ35 mm ×2
出力端子	 ステレオミニジャック
リモコン動作距離	約7 m*2（正面距離）
電源入力	 USBマイクロタイプB  DC 5 V
電源	 リチウムイオン充電池
連続使用時間	 約16時間*1（JEITA規格による）
充電池充電時間	 約3時間*1

使用温度範囲	 0 ℃ ～ 40 ℃
最大外形寸法	 約196 mm × 74 mm × 77 mm（幅×高さ×奥行

き）（JEITA）
質量	 約440 g

送信機
変調方式	 その他の方式
送信周波数帯	 2.4 GHz帯
到達距離	 約30 m（直進見通し）
入力端子	 ステレオミニジャック ×1、	

光デジタル音声入力端子（角型）（fs=48 KHzのPCM
に限る） ×1

電源	 DC 5 V（付属のACアダプターを使用）
最大外形寸法	 約179 mm × 28 mm × 71 mm（幅×高さ×奥行

き）（JEITA）
質量	 約85 g

*1 使用状態により異なります。
*2 使用機器のメーカー・機種によっては距離が変わる場合があります。

本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更することが
ありますがご了承ください。

機銘板は、本機の底面に表示してあります。

ACアダプターのモデル名とシリアルナンバーはACアダプ
ターに表示されています。

本機を廃棄する
	� 日本国内での充電式電池の廃棄について

機器に内蔵されている充電式電池はリサイクルできます。この充
電式電池の取り外しはお客様自身では行わず、「ソニーの相談窓
口」にご相談ください。

パーソナルオーディオシステム
SRS-LSR100

各部のなまえ

お手元スピーカー

ヒント
リモコンのチャンネル＋ボタン、数字ボタンの5には、凸点がついています。	
操作の目印としてお使いください。

	スピーカー電源ボタン／音量つまみ
	充電ランプ
	リモコン操作ボタン
	環境音検出用マイク
	 おまかせ音量動作時に、まわりの環境音を検出
します。

	スピーカー電源ランプ
	 点灯（緑色）：送信機と通信しています。
	 点滅（緑色）：送信機と通信できていません。送
信機の近くに移動してください。

	 点灯（赤色）：リモコン設定の待ち受け状態です
（スピーカーから音は出ません）。

	リセットボタン
	リモコン設定ボタン

ご注意

	 リモコン設定ボタンを押すと横の2種類のラン
プが交互に点滅し、スピーカーから音が出なく
なります（設定待ち受け状態）。	
待ち受け状態を解除して音を出すには、もう一
度ボタンを押してください。	
（待ち受け状態は2分たつと自動的に解除され
ます。）

	おまかせ音量ボタン・ランプ
	 まわりの環境音（掃除機の音など）に応じて自動
で音量が調整されます。ボタンを押すたびに、
機能の弱・強・オフが切り換わります（弱：ラ
ンプが1つ点灯、強：2つ点灯、オフ：消灯）。

ご注意

	 おまかせ音量はスピーカーの半径1 m程度の範
囲の環境音が対象となります。また、その効果
は使用環境や使用状況、環境音の種類によって
異なります。

	ボイスズームボタン・ランプ
	 ニュースのナレーションやドラマの台詞など、
人の声をはっきり聞くことができます。ボタン
を押すたびにオン・オフが切り換わります。

	DC IN端子
	 USB ACアダプター AC-UD20とマイクロUSB
ケーブル SPA-US15（いずれも別売、2016年1
月現在）をつなぐと、お手元スピーカーを送信機
に戻さずに充電しながら使うことができます。

	 （ヘッドホン）端子
	 イヤホン／ヘッドホン（別売）をつなぎます。
	赤外線発光部
	ハンドル

 テレビのリモコンを設定する
表面の「必要なリモコン設定を確認するには」にしたがって、こちらの設定を行ってください。

 ケーブルテレビボックスのリモコンを設定する
表面の「必要なリモコン設定を確認するには」にしたがって、こちらの設定を行ってください。

1	お手元スピーカーのリモ
コン設定ボタンを押す 2	お手元スピーカーの向き

を変え、テレビ電源ボタ
ンを押す

3	テレビメーカー番号の数
字ボタンを押す 4	リモコンでテレビを操作

できるか確認する

ボタン横のランプが交互に点滅
します。

※�「12」を押すとリモコン設定を
無効にできます。

ソニー 1
シャープ 2
パナソニック 3
東芝 4または5
日立 6
三菱 7
パイオニア 8または9
LG 10

ご注意
•	動作しない場合は、手順１から設定を
やり直してください。
•	メーカー番号が2種類あったときは、他
の番号で手順１から設定をやり直して
ください。
•	ケーブルテレビボックスのリモコンを
設定したあとテレビだけのリモコンに
戻したい場合は、手順1から設定をやり
直してください。

1	お手元スピーカーのリモ
コン設定ボタンを押す 2	お手元スピーカーの向き

を変え、CATV電源ボタ
ンを押す

3	ケーブルテレビボックス
のメーカー番号の数字ボ
タンを押す

4	リモコンでケーブルテレ
ビボックスを操作できる
か確認する

ボタン横のランプが交互に点滅
します。

パナソニック 1または2
パイオニア 3
HUMAX 4
Bn-mux 5または6

ご注意
•	動作しない場合は、手順１から設定を
やり直してください。
•	メーカー番号が2種類あったときは、他
の番号で手順１から設定をやり直して
ください。
•	テレビ電源、入力切換、音量＋/－、消音
ボタンはテレビ用として動作します。

送信機
	送信／スタンバイランプ
	登録ボタン
	リセットボタン
	DC IN端子
	音声入力端子
	光デジタル音声入力端子

送信／スタンバイランプについて
•	点灯（緑色）：スピーカーに音声を送信中です。
•	点灯（赤色）：スピーカーに音声を送信していません（スタンバイ）。
•	消灯：電源が入っていません。

困ったときは
症状 原因 対処

音が出ない
（お手元スピーカーの	
電源ランプが点灯	
または点滅）

•	接続が正しくない。 →→送信機とACアダプターにマイクロUSBケーブルがしっかり接続されているか、
また送信機とテレビに音声ケーブルや光デジタルケーブルがしっかり接続され
ているか確認してください。

•	テレビが消音になっている。 →→消音ボタンを押してください。

•	お手元スピーカーと送信機の
ペアリング（紐づけ）が外れた。

→→右記のヒントの通り、お手元スピーカーと送信機のペアリング（紐づけ）をやり直
してください。

音が出ない
（お手元スピーカーの	
電源ランプが消灯）

•	電池残量がない。 →→お手元スピーカーを充電してください。

•	操作を受け付けなくなった。 →→お手元スピーカーのリセットボタンを先のとがったペンなどで押してください。

音が途切れる •	電波が干渉している。 →→電子レンジ使用中に音が途切れる場合は、お手元スピーカーを電子レンジからで
きるだけ離して設置してください。また50 cm以内に無線LANのアクセスポイ
ントを置かないでください。なお持ち運びの際は音が途切れることがあります。

音が急に大きくなる •	おまかせ音量機能が動作して
いる。

→→おまかせ音量により自動的に音量が変化しているためで故障ではありません。
気になる場合はおまかせ音量をオフにしてください。

ノイズが出る •	テレビのヘッドホン端子の接
触が悪い。

→→テレビのヘッドホン端子に音声ケーブルがしっかりと奥まで接続されているか
確認してください。また、音声ケーブルを何度か抜き差しすると接触が良くなる
ことがあります。

リモコンが効かない •	リモコン設定ができていない。 →→リモコン設定をはじめからやり直してください。

ご注意
ヘッドホン音量を独立して調整できない
機種があります。その場合は、光デジタ
ルケーブルで接続し直すか、テレビの音
量を調整してください。

ヒント
調整方法がわからないときは、お使いの
テレビメーカーに「ヘッドホン音量の調
整方法」をお問い合わせください。

お手元スピーカーの音が小さいときは／割れるときは
テレビの取扱説明書で、ヘッドホン音量の調整方法を確認してください。
主な調整方法は以下の通りです。（名称は機種により異なる場合があります。）

テレビのメーカー 調整方法

ソニー テレビのリモコンの「オプション」（または「視聴中メニュー」）ボタンを押し、ボタンを押し続け「ヘッドホン音量」を選ぶ。
画面にヘッドホンマーク（ ）が表示されている間に音量を調整する。

パナソニック 設定から「ヘッドホン／イヤホン音量」を選び、音量を調整する。（またはテレビのリモコンの「右画面操作」ボタンを押し
てから音量を調整する。）

シャープ テレビ本体の音量ボタンで音量を調整する。

東芝 設定から「親切ヘッドホーン音量」を選び、音量を調整する。

日立 設定から「ヘッドホンモード音量」を選び、音量を調整する。

三菱 設定から「ヘッドホン音量」を選び、音量を調整する。

ご注意
スマートフォンやタブレットは待ち受け
状態で画面が消えていても無線に影響し
ますので、お手元スピーカーから離して
お使いください。

ヒント
•	お手元スピーカーと送信機のペアリン
グ（紐づけ）をやり直すときは：	
お手元スピーカーのチャンネル－ボタ
ンと10キーボタンを同時に2秒以上押
します。電源ランプが点滅したら、送
信機の登録ボタンを押してください。
•	音声出力端子（固定出力レベル）とつな
ぐ場合は音が割れることがあります。
送信機の登録ボタンを5秒以上長押し
すると、入力レベルを下げることがで
きます。元に戻すには、もう一度登録
ボタンを5秒以上押してください。
•	他の無線機器（テレビ、サウンドバーな
ど）への影響がある場合は、送信機の位
置を動かしてください。	
（例えば左に置いて影響がある場合は、
右や中央に置いてみる、など）


